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図2 ZEBを実現するための採用技術

図4 複合エネルギー熱源システム２

図2 改修およびチューニングの流れ
●設計原単位の把握とリニューアル効果を検証するため，設計着手前に事前計測を実施
●改修竣工後、5年間にわたりデータ検証と設定調整を実施
　　⇒ 関係者が協働し、9年間を通して蓄熱を活用した徹底的な省エネルギーに挑戦

●2020年度(一年目)の一次エネルギー消費原単位の実績値は495MJ/㎡･年(基準値より▲
58%)であり、設計性能(同▲50%)を大きく上回る省エネルギー性能を確認

●その後、様々な運用改善を積み上げた2022年度(三年目)には407MJ/㎡･年(同▲65％)と
一年目からさらに17%削減することができた

図5 一次エネルギー消費原単位の実績値推移
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第22回（2025年度）

最優秀賞
【東京電力東尾久ビル本館】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1
東電東尾久ビル本館の既存蓄熱槽を活用したリリニューアルZEB
東京電機大学　（株）森村設計　芝工業（株）

東京電力ホールディングス（株）

優秀賞

【愛知県環境調査センター・愛知県衛生研究所】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3
複合エネルギー熱源システムの運用改善と
エネルギーサポートセンターによる『ＺＥＢ』の達成
大成建設（株）　大成有楽不動産（株）　愛知県環境調査センター

奨励賞 　※掲載なし

【東京都市サービス株式会社　宇都宮市中央地区熱供給センター】
熱供給プラントのヒートポンプ熱源設備更新等による
全体の効率向上
東京都市サービス（株）

第21回（2024年度）

最優秀賞
【虎ノ門エネルギーネットワーク　虎ノ門第１プラント】・・・・・・・・・・・・・ 5
蓄熱槽を有するプラントにおける機能性能検証および
Al活用による運用改善
東京都市サービス（株）　東京電力エナジーパートナー（株）

森ビル（株）　虎ノ門エネルギーネットワーク（株）

優秀賞

【早稲田大学　戸山キャンパス37号館　早稲田アリーナ】・ ・・・・・・・・・・ 7
ZEB実現に向けた未利用熱利用蓄熱システムの運用改善と
施設利用者による評価

（株）山下設計　清水建設（株）

早稲田大学　（株）早稲田大学プロパティマネジメント

優秀賞

【蘭越町交流促進センター幽泉閣】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
排湯熱利用水熱源ヒートポンプ導入に伴う排湯熱利用システム改善
池田煖房工業（株）　（有）長澤設備

（株）有我工業所　蘭越町

奨励賞 　※掲載なし

【JRE東五反田一丁目ビル】
既存オフィスビルにおける設備容量適正化によるZEB化改修事例

（株）三菱地所設計　ジャパンリアルエステイトアセットマネジメント（株）

奨励賞 　※掲載なし

【新宿三丁目イーストビル】
氷蓄熱・空冷チラー熱源最適制御＋冷温水2次ポンプインバータ
最適制御による省エネルギーの実現
東京電力エナジーパートナー（株）　東洋熱工業（株）

新宿三丁目イーストビル管理運営会

奨励賞 　※掲載なし

【株式会社イシイフーズ】
A重油焚きボイラから産業用エコキュートへ変更による
省エネ改善例
四国電力（株）　四電エンジニアリング（株）

（株）前川製作所　（株）イシイフーズ

努力賞 　※掲載なし

【九州工場　B棟　生産冷却水システム改修工事】
生産冷却水の熱源空冷化における高効率運転システムの改善事例
ダイダン株式会社  熊本支店　営業課

（株）アルバック

第20回（2023年度）

優秀賞

【味の素冷凍食品株式会社 九州工場】・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11
ヒートポンプによるボイラー給水加湿
MDI（株）　味の素冷凍食品（株） 九州工場

優秀賞

【テラスモール松戸】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13
氷蓄熱システムの運用改善による負荷平準効果の拡大と
運転効率の向上
日本ファシリティ・ソリューション（株）　住友商事（株）

優秀賞

【株式会社NHD farm】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
生乳の廃熱を回収する自然冷媒型ヒートポンプ給湯システムの導入
及び運用改善
合同会社ほっかいどう新エネルギー事業組合

（株）NHD farm

奨励賞 　※掲載なし

【今西しめじ】
除湿しない冷却システムによる大幅な省エネ効果の向上
四国電力（株）　（株）前川製作所

今西しめじ
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奨励賞 　※掲載なし

【コクヨ品川オフィス（THE CAMPUS）南館】
水蓄熱式空調システムの運用改善によるライブオフィスへの効果
東京電力エナジーパートナー（株）　東洋熱工業（株）

コクヨ（株）

奨励賞 　※掲載なし

【銀座５・６丁目地区熱供給センター】
INVターボ冷凍機冷水流量固定化による効率向上
東京都市サービス（株）ファシリティマネジメント本部第１セクター

東京都市サービス（株）ファシリティマネジメント本部

第19回（2022年度）

最優秀賞
【東京スカイツリー® 地域熱供給施設】・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17
無薬注型防食システム導入による蓄熱槽水の水質改善

（株）東武エネルギーマネジメント　新菱冷熱工業（株）

優秀賞

【JA北海道厚生連帯広厚生病院】・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19
熱回収ヒートポンプの運用改善によるシステムCOPの向上
日本ファシリティ・ソリューションズ（株）

優秀賞

【古河電池株式会社いわき事業所】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21
投げ込み式ヒーターから高効率ヒートポンプへの省エネルギー
改修事業
クラフトワーク（株）
古河電池（株）

奨励賞

【中国電力株式会社　小町１号館】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23
水蓄熱系統熱交換器廻り制御改修等による水蓄熱槽温度状況改善
中国電力（株）管財部門（建築）
中国電力（株）管財部門（用地・管財）

第18回（2021年度）

優秀賞

【第三共同ビル】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25
氷蓄熱システムの稼働率向上に繋がったＦＣＵ流量制御の
調整とその効果
東京電力エナジーパートナー（株）　東洋熱工業（株）

（株）ＮＨＫビジネスクリエイト　（株）白洋舎

優秀賞

【東京スカイツリー® 地域熱供給施設】・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27
ヒーティングタワーヒートポンプシステムの運用改善
新菱冷熱工業（株）

（株）東武エネルギーマネジメント

奨励賞

【株式会社一の坊リゾート　ゆと森倶楽部】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29
温泉廃熱利用ヒートポンプシステムと既存ボイラーとの連動による
省エネ及び高効率化の改善事例
クラフトワーク（株）　（株）東北開発コンサルタント

（株）一の坊リゾート

奨励賞

【アルバック九州　Ｇ棟】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31
生産冷却水熱源更新とシステム運用の見直しで高効率化の達成
ダイダン（株）
アルバック九州（株）

第17回（2020年度）

優秀賞

【総合病院土浦協同病院エネルギーサービス事業】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33
利用者満足度向上を見据えたヒートポンプ・蓄熱システムの
空調運用改善とその評価
日本ファシリティ・ソリューション（株）　武蔵野大学

茨城県厚生農業協同組合連合会　総合病院　土浦協同病院

優秀賞

【虎ノ門ヒルズ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35
虎ノ門ヒルズにおける蓄熱システムおよび熱回収HPシステムの
運用改善

（株）日本設計　新菱冷熱工業（株）

森ビル（株）

奨励賞

【名古屋東急ホテル】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37
水蓄熱システムの有効活用によるランニングコストとCO2削減

（株）名古屋東急ホテル（東急ファシリティサービス（株））

中部電力ミライズ（株）

（株）名古屋東急ホテル



奨励賞
【名古屋都市エネルギー（株）ＳＬ２４ＤＨＣエネルギーセンター】
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・49
未利用エネルギーである下水再生水（高度処理水）による
省エネルギーと運用改善
名古屋都市エネルギー（株）技術部ＳＬ２４ＤＨＣエネルギーセンター

名古屋都市エネルギー（株）技術部　名古屋都市エネルギー（株）

奨励賞

【山田食品産業（株）入間工場】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51
製麺工程急速冷却装置の改修

（株）関電エネルギーソリューション　山田食品産業（株）

奨励賞

【大成札幌ビル】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39
継続的な運用改善による省エネ性能の向上とZEB Readyの実現
大成建設（株）　大成有楽不動産（株）
大成建設（株）札幌支店

奨励賞

【赤坂エイトワンビル】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41
蓄熱・個別併用空調システムの運用改善による運転最適化
東京電力エナジーパートナー（株）　東京都市サービス（株）

（株）美松

奨励賞

【後楽事業所地域冷暖房施設再構築その２工事】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43
下水熱統合システムによるプラントCOPの改善
東京下水道エネルギー（株）技術部　（株）三菱地所設計
東京下水道エネルギー（株）

第16回（2019年度）

優秀賞

【ミツカングループ本社ビル】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45
既存ストックの創意工夫による蓄熱リノベーション

（株）石本建築事務所　中部電力（株）販売ｶﾝﾊﾟﾆｰ法人営業部

中部電力（株）土木建築室　愛知工業大学

（株）Mizkan Holdings（（株）中埜酢店）

優秀賞

【中野坂上サンブライトツイン】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47
水蓄熱を含む複合熱源システムの運用改善による運転最適化
大成（株）　東洋熱工業（株）　東京電力エナジーパートナー（株）

中野坂上サンブライト管理組合

ヒートポンプ・蓄熱システムの最適運用のポイント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53
ヒートポンプ・蓄熱システムに関する各種研究会のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54
第１回（2004年度）～第15回（2018年度）受賞件名一覧・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54

※会社名や団体名は受賞当時の名称です。



当センターでは2004年度より、ヒートポンプ・蓄熱システムの運転管理に携わる方々への更なる啓発

を促すとともに、蓄熱システムの環境性はもとより電力負荷平準化や省エネルギー、経済性等の一層の

向上を目的として、ヒートポンプ・蓄熱システムの運転管理・運用およびそれに基づく設備の改良など

により改善に効果があった事例を広く募集し、その開発や改善プロセスにおける努力に対して評価・表

彰してまいりました。

また、東日本大震災の影響を踏まえて2012年度からは新たに、ヒートポンプ・蓄熱システムの運用に

よるピーク電力削減や非常災害時の対応などの有効活用事例についても評価・表彰を実施しています。

その後、エネルギー基本計画に基づく長期エネルギー需給見通しにより大幅な温室効果ガス削減目標が

示されたことを踏まえて、2016年度からは未利用エネルギーを活用したヒートポンプシステムの運用

改善事例についても評価・表彰を実施しています。

本冊子はヒートポンプ・蓄熱システム運転管理等の改善事例で過去に受賞された事例をまとめたもので

す。運転管理に携わる設計・施工技術者や運転管理者の方々への一助となれば幸いです。



「ヒートポンプ・蓄熱システム運転管理等の改善事例」（2004年度～）

公募（Ⅰ）

ヒートポンプ･蓄熱システムは、設計段階における機器やシステムの適切な選択はもとより、設置された蓄
熱システムが常に最適の状態で運転されるよう、維持・改善活動を進めていくことが極めて重要です。この
ため、運転管理に携わる方々への更なる啓発を促し、蓄熱システムの一層の向上に資することを目的として、
ヒートポンプ・蓄熱システムの運転管理・運用およびそれに基づく設備の改良などにより改善に効果があっ
た事例を募集し、その開発や改善プロセスにおける努力に対して当センターが評価、および表彰いたします。

「ヒートポンプ・蓄熱システム運用によるピーク電力削減等の対応事例」（2012年度～）

公募（Ⅱ）

東日本大震災にともない、非常時の対応としてのヒートポンプ・蓄熱システムの有効性が見直されています。
そこでピーク電力削減の運用事例や非常災害時の対応などといったヒートポンプ・蓄熱システムの有効活用
例を広く紹介し、普及させることを目的として、独創性や新規性があるものや導入が容易で他の設備への波
及効果が見込まれる事例に対して当センターが評価、および表彰いたします。

公募

ヒートポンプ・蓄熱システムによる省エネルギー、環境性、経済性に資する電気の需要の
平準化の一層の推進と運転管理に携わる方々へのさらなる啓発を促すことを目的として、
ヒートポンプ・蓄熱システムの運転管理・運用およびそれに基づく設備の改良等により
効果があった事例、ピーク電力削減等の対応事例を募集します。
また、パリ協定で約束した大幅な温室効果ガス削減目標を達成するためには、さまざまな
省エネルギー対策に加え、未利用エネルギーを積極的に活用するシステムも導入し、それ
らを最適な状態で維持・運用する必要があります。このような情勢を鑑み、ヒートポンプ・
蓄熱システムの運転改善事例、ピーク電力削減等の対応事例及び未利用エネルギーを活用
したヒートポンプシステムの運用改善事例を表彰対象として、公募を行います。

「ヒートポンプ・蓄熱システム運転管理等の改善事例」
「ヒートポンプ・蓄熱システム運用によるピーク電力削減等の対応事例」
「未利用エネルギーを活用したヒートポンプシステムの運用改善事例（2016年度～）」

2016年度より、公募（Ⅰ）、（Ⅱ）を一つにして、
未利用エネルギー活用ヒートポンプシステム

を追加

ヒートポンプ・蓄熱システム運転管理等の改善事例について
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写真1 東京電力東尾久ビル本館概要

図2 改修およびチューニングの流れ
●設計原単位の把握とリニューアル効果を検証するため，設計着手前に事前計測を実施
●改修竣工後、5年間にわたりデータ検証と設定調整を実施
　　⇒ 関係者が協働し、9年間を通して蓄熱を活用した徹底的な省エネルギーに挑戦

図1 本取り組みの目的と成果
●築40年超の東京電力東尾久ビル本館において、2018～19年度にかけて大規模な設備改修
を行い、リニューアル での ZEB Ready を実現した。
●同建物は東京電力グループ『初』となるZEB建物であり、設計値の”BEI=0.50”が実際に達成
されているのか、建物性能の検証を行うこととした。
●併せて、ZEB建物のさらなる省エネルギー化を実現するため、長期にわたるデータ収集・分析
と設定調整(チューニング)に取り組んだ。
取り組みの目的と成果
① BEI実績値の把握 ⇒ 2020 BEI 0.42(▲58%)，2022 BEI 0.35(▲65%)

② BEIの更なる削減 ⇒ 主に熱源システム及び空気搬送系の省エネルギー化を実施

③ 蓄熱の新たな活用方策の実証 ⇒ 蓄熱システムを活用した省エネルギー及び需要シフトを検証

④ 快適な室内温熱環境の確保 ⇒ 窓回り実測・アンケート等から室内の快適性確保を確認

図3 空調負荷処理計画
●蓄熱を活用した潜顕熱分離空調の実現により省エネルギー性能の向上を計画
●外気処理を行うOHUと、 室内負荷処理を行うAHUを直列に配置
●熱源システムから二つの温度帯の冷水又は温水が同時に供給されるものとして、冷房時は潜
顕熱分離処理、暖房時は二段階加熱・加湿に対応可能
空調負荷処理の概念図

　東京電力東尾久ビル本館は、東京電力グループで初め
てのZEB建物で築40年を超えた自社ビルであり、新築時
から省エネ性能の高い建物として計画していた。延べ床面
積が約5，700㎡の中規模の事務所建物で、蓄熱式のセン
トラル空調方式を採用している（写真１）。2018～19年度
にかけて大規模な設備改修を行い、既存蓄熱槽を活用した
リニューアルの結果、ZEB Ready（BEI 0.50）を実現した。
今回はその事例について発表する。
　リニューアル後、ZEB建物のさらなる省エネルギー化を
実現したいと考え、長期間にわたるデータ収集とチューニン
グを行ってきた。本取り組みの目的と成果を示す（図１）。初
年度の2020年度は、BEI 0.42（▲58%）と設計値のBEI 
0.50をクリアしていたが、さらなる省エネを目標にさまざま
な取り組みを実施し、2022年度にはBEI 0.35（▲65%）と
初年度からさらに▲17%の省エネを実現した。BEI改善の
主な要因は、ヒートポンプチラーと蓄熱システムの運用最
適化と空気搬送系の省エネ改善による。
　改修およびチューニングの流れを年表にまとめた（図２）。
2016年度から改修計画に着手し、2019年度末に改修が
完了して以降、データ計測および運用改善に取り組み、室
内快適性を確保しながら設定調整を重ねてきた。

　リニューアルに際しては、蓄熱を活用した潜顕熱分離空
調を実現したいと考え、既存の冷温水槽220tを活用するこ
ととした。ヒートポンプチラーからの直接送水と蓄熱槽から
の送水により2つの温度帯の冷水または温水を同時に供給
でき、外調機と各階空調機（内調機）を直列に接続すること
で、冷房時は潜顕熱分離空調、暖房時は2段階の加熱・加
湿を可能とした。これにより冷温水の供給温度を緩和でき、
省エネにつながると考えた（図３）。
　既存蓄熱槽を活用し、冷温水配管回路の工夫により直送系
統と蓄熱系統を切り替えられる二温度冷温水供給システムを
構築した（図４）。夏期は、夜間に低温冷水（6℃）を蓄熱し、外

調機には昼間、蓄熱槽から低温冷水を供給する。内調機には
昼間、送水温度を緩和した冷水（9℃）をヒートポンプチラーか
ら直接送ることで、空調システム全体での省エネ化が図れる。 
　冬期は、二段階加温・加湿により温水供給温度を35℃程
度まで緩和しても十分に暖房ができるということで、蓄熱を
上手く活用した省エネルギーな空調システムを構築するこ
とができた。

　一次エネルギー消費原単位の実績値推移を見ると、設計
値は584MJ/㎡･年と基準値に対して50%削減であるが、
初年度の495MJ/㎡･年（58%削減）をベースとして、さま
ざまなチューニングを施すことで省エネを積み上げた（図
５）。3年目には初年度からさらにエネルギーを17%削減す
ることができ、基準値に対して65%削減となった。4年目以
降はヒートポンプと蓄熱を活用したさらなる省エネや需要
シフトの検証にも取り組んだ。
　どのような運転改善をしたのか具体的な内容を表にまと
めた（図６）。青が夏期の取り組み、オレンジが冬期、緑がそ
の他システム改善となっている。
　冬期は、気温が高い時に温水を製造する方がヒートポン
プの効率が良いため、チラーの運転を昼間にシフトして蓄
熱を行っている。夏期は、従前どおり夜間に冷水を蓄熱し、
昼間に蓄熱槽から冷水を供給する運用を行っている。また、
昼間の外気温度が25～30℃程度の時に送水温度を緩和
（6→9℃）するとヒートポンプのCOPが向上することから、
直送運転を併用している。

　図７は、2024年度の冬期昼間に蓄熱運転を行った際のグ
ラフである。弊社管内の再エネ発電量が緑色、黒い線が電力
需要を示しているが、冬場のため朝の立ち上がり時に電力需
要のピークが来ている。昼間にかけて電力需要は徐々に下
がる一方、再エネ発電量は増加している。そこでこの再エネ
余剰を無駄にしないようにヒートポンプを昼間に運転するこ
とで電力需要を創出する（上げDR相当）。蓄熱槽があるため
安定的に運転することができ、また外気温度も高いことから
システムCOPは20%程度向上した。また、創出したデマンド
はこの時34.6kWh/hと、建物の最大デマンドに対して20%
程度となった。再エネ発電がある冬期昼間において、蓄熱と
ヒートポンプをうまく活用することで省エネと電気需要の最
適化が両立できるということを検証できたと思う。
　以上のようにリニューアルZEBの実現に加えて、蓄熱と
二温度供給システムにより空調負荷に対して柔軟に対応す
ることで、さらに省エネルギー性を高めることができた(図
８)。蓄熱とヒートポンプを活用することで省エネ化を図りつ
つ、電気需要の最適化にも貢献できるため、この組み合わ
せを今後もさらに活用していきたい。また、その実績を発信
することで、広く社会の省エネおよび電気需要最適化の実
現に貢献していきたいと考えている。

●既存蓄熱槽を活用して，冷温水配管回路の工夫により直送回路と蓄熱回路を切り替えること
で、二つの温度帯の冷水または温水を同時に供給可能なシステムを構築
●AHPの地上配置化、蓄熱槽二次側に水熱交換器を新設して閉回路化、ポンプ類の変流量制御
化などにより、徹底した搬送動力の削減を目指した

冷房時
・低温冷水(設計6℃)は、外気条件
の良い夜間に蓄熱しOHUに供給
・昼間追い掛け運転は、送水温度
を緩和した冷水(設計9℃)を
AHUに直送

暖房時
・直列に配置したOHUとAHUの
二段階加熱とすることで、温水供
給温度を35℃に緩和(現在は
38℃運用)

空調一次側システム
（改修後）

図4 既存蓄熱槽を活用した二温度冷温水供給システム

●2020年度(一年目)の一次エネルギー消費原単位の実績値は495MJ/㎡･年(基準値より▲
58%)であり、設計性能(同▲50%)を大きく上回る省エネルギー性能を確認

●その後、様々な運用改善を積み上げた2022年度(三年目)には407MJ/㎡･年(同▲65％)と
一年目からさらに17%削減することができた

図5 一次エネルギー消費原単位の実績値推移

図6 主なチューニングの全体像

●週間で蓄熱量を満足する蓄熱運転のスケジュール調整を行い、電気需給を考慮した日中への
需要シフトによる電気需要最適化への効果について検証を行った

●冬期の日中にAHP運転を移行することでAHPのCOP・SCOPが16～22％向上、期間消費
電力量が18～33％削減される省エネルギー効果を確認

●平日の再エネ発電がある日中において、高負荷暖房時は平均34.6kWh/hの需要を創出、建
物最大デマンド（176kW）に対して約20％の需要に相当
高負荷暖房時の電気需要と蓄熱運用

図7 省エネルギーと電気需要最適化の両立に関する検証結果

●運用実績を基に設計条件の精査と汎用技術により、リニューアルZEBを実現
●改修後5年間にわたる設備チューニングと検証により、さらなる省エネルギー化を図った
●蓄熱槽を活用した二温度冷温水供給システムにより大幅な省エネルギー化を実現
●蓄熱槽からの冷温熱供給と熱源システムの直送/蓄熱運転を適切に組み合わせることで、上げ
下げDR要請への対応と高効率運転を両立できる(電気需要最適化に貢献)

図8 東尾久ビルにおける成果

東京電力東尾久ビル本館の既存蓄熱槽を活用したリニューアルZEB
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写真1 東京電力東尾久ビル本館概要

図2 改修およびチューニングの流れ
●設計原単位の把握とリニューアル効果を検証するため，設計着手前に事前計測を実施
●改修竣工後、5年間にわたりデータ検証と設定調整を実施
　　⇒ 関係者が協働し、9年間を通して蓄熱を活用した徹底的な省エネルギーに挑戦

図1 本取り組みの目的と成果
●築40年超の東京電力東尾久ビル本館において、2018～19年度にかけて大規模な設備改修
を行い、リニューアル での ZEB Ready を実現した。
●同建物は東京電力グループ『初』となるZEB建物であり、設計値の”BEI=0.50”が実際に達成
されているのか、建物性能の検証を行うこととした。
●併せて、ZEB建物のさらなる省エネルギー化を実現するため、長期にわたるデータ収集・分析
と設定調整(チューニング)に取り組んだ。
取り組みの目的と成果
① BEI実績値の把握 ⇒ 2020 BEI 0.42(▲58%)，2022 BEI 0.35(▲65%)

② BEIの更なる削減 ⇒ 主に熱源システム及び空気搬送系の省エネルギー化を実施

③ 蓄熱の新たな活用方策の実証 ⇒ 蓄熱システムを活用した省エネルギー及び需要シフトを検証

④ 快適な室内温熱環境の確保 ⇒ 窓回り実測・アンケート等から室内の快適性確保を確認

図3 空調負荷処理計画
●蓄熱を活用した潜顕熱分離空調の実現により省エネルギー性能の向上を計画
●外気処理を行うOHUと、 室内負荷処理を行うAHUを直列に配置
●熱源システムから二つの温度帯の冷水又は温水が同時に供給されるものとして、冷房時は潜
顕熱分離処理、暖房時は二段階加熱・加湿に対応可能
空調負荷処理の概念図

　東京電力東尾久ビル本館は、東京電力グループで初め
てのZEB建物で築40年を超えた自社ビルであり、新築時
から省エネ性能の高い建物として計画していた。延べ床面
積が約5，700㎡の中規模の事務所建物で、蓄熱式のセン
トラル空調方式を採用している（写真１）。2018～19年度
にかけて大規模な設備改修を行い、既存蓄熱槽を活用した
リニューアルの結果、ZEB Ready（BEI 0.50）を実現した。
今回はその事例について発表する。
　リニューアル後、ZEB建物のさらなる省エネルギー化を
実現したいと考え、長期間にわたるデータ収集とチューニン
グを行ってきた。本取り組みの目的と成果を示す（図１）。初
年度の2020年度は、BEI 0.42（▲58%）と設計値のBEI 
0.50をクリアしていたが、さらなる省エネを目標にさまざま
な取り組みを実施し、2022年度にはBEI 0.35（▲65%）と
初年度からさらに▲17%の省エネを実現した。BEI改善の
主な要因は、ヒートポンプチラーと蓄熱システムの運用最
適化と空気搬送系の省エネ改善による。
　改修およびチューニングの流れを年表にまとめた（図２）。
2016年度から改修計画に着手し、2019年度末に改修が
完了して以降、データ計測および運用改善に取り組み、室
内快適性を確保しながら設定調整を重ねてきた。

　リニューアルに際しては、蓄熱を活用した潜顕熱分離空
調を実現したいと考え、既存の冷温水槽220tを活用するこ
ととした。ヒートポンプチラーからの直接送水と蓄熱槽から
の送水により2つの温度帯の冷水または温水を同時に供給
でき、外調機と各階空調機（内調機）を直列に接続すること
で、冷房時は潜顕熱分離空調、暖房時は2段階の加熱・加
湿を可能とした。これにより冷温水の供給温度を緩和でき、
省エネにつながると考えた（図３）。
　既存蓄熱槽を活用し、冷温水配管回路の工夫により直送系
統と蓄熱系統を切り替えられる二温度冷温水供給システムを
構築した（図４）。夏期は、夜間に低温冷水（6℃）を蓄熱し、外

調機には昼間、蓄熱槽から低温冷水を供給する。内調機には
昼間、送水温度を緩和した冷水（9℃）をヒートポンプチラーか
ら直接送ることで、空調システム全体での省エネ化が図れる。 
　冬期は、二段階加温・加湿により温水供給温度を35℃程
度まで緩和しても十分に暖房ができるということで、蓄熱を
上手く活用した省エネルギーな空調システムを構築するこ
とができた。

　一次エネルギー消費原単位の実績値推移を見ると、設計
値は584MJ/㎡･年と基準値に対して50%削減であるが、
初年度の495MJ/㎡･年（58%削減）をベースとして、さま
ざまなチューニングを施すことで省エネを積み上げた（図
５）。3年目には初年度からさらにエネルギーを17%削減す
ることができ、基準値に対して65%削減となった。4年目以
降はヒートポンプと蓄熱を活用したさらなる省エネや需要
シフトの検証にも取り組んだ。
　どのような運転改善をしたのか具体的な内容を表にまと
めた（図６）。青が夏期の取り組み、オレンジが冬期、緑がそ
の他システム改善となっている。
　冬期は、気温が高い時に温水を製造する方がヒートポン
プの効率が良いため、チラーの運転を昼間にシフトして蓄
熱を行っている。夏期は、従前どおり夜間に冷水を蓄熱し、
昼間に蓄熱槽から冷水を供給する運用を行っている。また、
昼間の外気温度が25～30℃程度の時に送水温度を緩和
（6→9℃）するとヒートポンプのCOPが向上することから、
直送運転を併用している。

　図７は、2024年度の冬期昼間に蓄熱運転を行った際のグ
ラフである。弊社管内の再エネ発電量が緑色、黒い線が電力
需要を示しているが、冬場のため朝の立ち上がり時に電力需
要のピークが来ている。昼間にかけて電力需要は徐々に下
がる一方、再エネ発電量は増加している。そこでこの再エネ
余剰を無駄にしないようにヒートポンプを昼間に運転するこ
とで電力需要を創出する（上げDR相当）。蓄熱槽があるため
安定的に運転することができ、また外気温度も高いことから
システムCOPは20%程度向上した。また、創出したデマンド
はこの時34.6kWh/hと、建物の最大デマンドに対して20%
程度となった。再エネ発電がある冬期昼間において、蓄熱と
ヒートポンプをうまく活用することで省エネと電気需要の最
適化が両立できるということを検証できたと思う。
　以上のようにリニューアルZEBの実現に加えて、蓄熱と
二温度供給システムにより空調負荷に対して柔軟に対応す
ることで、さらに省エネルギー性を高めることができた(図
８)。蓄熱とヒートポンプを活用することで省エネ化を図りつ
つ、電気需要の最適化にも貢献できるため、この組み合わ
せを今後もさらに活用していきたい。また、その実績を発信
することで、広く社会の省エネおよび電気需要最適化の実
現に貢献していきたいと考えている。

●既存蓄熱槽を活用して，冷温水配管回路の工夫により直送回路と蓄熱回路を切り替えること
で、二つの温度帯の冷水または温水を同時に供給可能なシステムを構築
●AHPの地上配置化、蓄熱槽二次側に水熱交換器を新設して閉回路化、ポンプ類の変流量制御
化などにより、徹底した搬送動力の削減を目指した

冷房時
・低温冷水(設計6℃)は、外気条件
の良い夜間に蓄熱しOHUに供給
・昼間追い掛け運転は、送水温度
を緩和した冷水(設計9℃)を
AHUに直送

暖房時
・直列に配置したOHUとAHUの
二段階加熱とすることで、温水供
給温度を35℃に緩和(現在は
38℃運用)

空調一次側システム
（改修後）

図4 既存蓄熱槽を活用した二温度冷温水供給システム

●2020年度(一年目)の一次エネルギー消費原単位の実績値は495MJ/㎡･年(基準値より▲
58%)であり、設計性能(同▲50%)を大きく上回る省エネルギー性能を確認

●その後、様々な運用改善を積み上げた2022年度(三年目)には407MJ/㎡･年(同▲65％)と
一年目からさらに17%削減することができた

図5 一次エネルギー消費原単位の実績値推移

図6 主なチューニングの全体像

●週間で蓄熱量を満足する蓄熱運転のスケジュール調整を行い、電気需給を考慮した日中への
需要シフトによる電気需要最適化への効果について検証を行った

●冬期の日中にAHP運転を移行することでAHPのCOP・SCOPが16～22％向上、期間消費
電力量が18～33％削減される省エネルギー効果を確認

●平日の再エネ発電がある日中において、高負荷暖房時は平均34.6kWh/hの需要を創出、建
物最大デマンド（176kW）に対して約20％の需要に相当
高負荷暖房時の電気需要と蓄熱運用

図7 省エネルギーと電気需要最適化の両立に関する検証結果

●運用実績を基に設計条件の精査と汎用技術により、リニューアルZEBを実現
●改修後5年間にわたる設備チューニングと検証により、さらなる省エネルギー化を図った
●蓄熱槽を活用した二温度冷温水供給システムにより大幅な省エネルギー化を実現
●蓄熱槽からの冷温熱供給と熱源システムの直送/蓄熱運転を適切に組み合わせることで、上げ
下げDR要請への対応と高効率運転を両立できる(電気需要最適化に貢献)

図8 東尾久ビルにおける成果

東京電力東尾久ビル本館の既存蓄熱槽を活用したリニューアルZEB

令和7年度（2025年度） 運転管理等の改善事例 最優秀賞

東京電力東尾久ビル本館

東京電力ホールディングス株式会社 技術戦略ユニット
土木・建築統括室 スペシャリスト 久保井 大輔氏
学校法人東京電機大学、株式会社森村設計、芝工業株式会社
東京電力ホールディングス株式会社

：

：
：

発   表   者

申   請   者
設備オーナー

ZEBにおけるBEI値評価とさらなる省エネを目指して
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図7 運転改善効果

設計値比22%削減
⇒未評価技術の効果

2020年比12%削減
⇒運用・運転改善による効果

A：熱源水ポンプのエネルギー
 　消費量が熱源システム全体に
 　占める割合が大きい
 　⇒流量変更

B：熱源水温度が32℃と高い
　 ⇒熱源水温度を
　　 下げることで
　　 システムCOPを向上

図5 熱源水の低温化と熱源水の流量変更

■BELS認証取得（2018年10月）
●一般建物に比べて、一次エネルギー消費量を57%削減。太陽光発電による28%の創エネで、
合計85%削減を実現（75%以上削減を達成）

●BELS（建築物省エネルギー性能表示制度）にて「最高ランクの☆☆☆☆☆」及び「Nearly 
ZEB」の認証取得

●公共施設で全国トップクラスのZEBを実現

図1 建物概要

Nearly ZEBを取得
（2018/10/25）

ZEBチャート

図2 ZEBを実現するための採用技術

図3 複合エネルギー熱源システム１

写真1・2 愛知県環境調査センター・愛知県衛生研究所 本館・研究棟
県民の安心・安全を守るため、県土の良好な環境の確保と県民の公衆衛生の向上を図る
調査・研究の拠点施設

旧本館・研究棟 建て替え後の本館・研究棟 

●2年目（2020年）からは水熱源HPの運転時間の増加を検討し熱源エネルギーの消費量を目
指した。

●天気予報の外気温度をもとに低負荷モードを積極的に実施した。
●冬期も同様で、例えば12月における最低気温の予報が5℃以上の日は水熱源HPの低負荷
モード運転を行い、5℃未満となった日以降は、通常モードでの運転とした。

図6 低負荷モードの検討と実運転への採用

　愛知県環境調査センター・愛知県衛生研究所は、県民の
安心・安全を守るため、県土の良好な環境の確保と県民の
公衆衛生の向上を図る調査研究の拠点施設である。名古屋
市北区に所在し、昭和47年3月に完成した施設を東西に分
けて使用していた。施設は老朽化が著しく、耐震性も十分で
ないことから速やかな建て替えが必要であった（写真１）。
　建て替え後は南面及び地上面に大々的に単結晶型と
シースルー型の太陽光パネルを採用することでZEBを達成
している（写真２）。環境性能に関しては、一般建物基準値
に対して1次エネルギー消費量は57％削減、太陽光による
28%の創エネで合計85%の削減を実現している。BELSに
て5つ星とNearly ZEBの認証取得、そして公共施設として
全国トップクラスのZEBを実現している（図１）。
　技術としては、熱源システムの他にも、太陽光パネル、自
然光を利用したエネルギー削減システム、そして既存残置
躯体を利用したクールピットなどの導入によって省エネ化
を図っている。また、大成建設独自開発技術の人検知セン
サーに基づく照明換気制御、ドラフトチャンバーの高速
VAV制御なども行っている（図２）。

　主に井戸水、井戸熱、太陽熱、太陽光などの自然エネル
ギーを積極的に利用しようというのがコンセプトである。豊
富で良質な地下水は井水熱、井戸水を多段階的に利用して
いる。太陽光に関しては多面的に熱・光として利用してい
る。井戸は井水熱源のヒートポンプチラーと井水熱源ビル
用マルチエアコンの熱源水、冷却水として利用している。さ
らにその後、二温水回収ジェネリンクを活用し、トイレの洗
浄水、敷地の散水などに利用している。
　太陽光に関しては、太陽熱の集熱パネル、あるいはガス
マイクロコージェネレーションによる排温水を二温水回収
ジェネリンクに投入することで、ガス消費量の削減を図って
いる（図３）。
　屋上には太陽熱集熱パネル、CGS（ガスコージェネレー

ションシステム）などを設置している。熱源システムだが、まず
冷房は、2次側が主に外調機とファンコイルユニットの2つに
冷水を送水している。主な熱源設備としては、水熱源のヒート
ポンプチラー、そして二温水回収ジェネリンク。井水に関して
は井戸からくみ上げて水槽に貯めて熱交換器によって夏は
冷却水にして、冬は熱源水として利用。足りない分は夏場は
冷却塔によって冷却を行っている（図４）。暖房に関しても基
本的には同じでヒートポンプとして水熱源ヒートポンプチ
ラー、そして二温水回収ジェネリンクの運転を行っている。

　改善事例は主に４つある。１つめが「エネルギーサポート
体制の構築」だが、この建物ではBEMSを導入して遠隔監
視を行っている。また、エネルギーサポートセンターを構築
し、運用データの解析、WEBのコミッショニング、そして毎
月ZEB推進会議を行い運転運用改善を図っている。
　２つめが「熱源水の低温化と熱源水の流量変更」だが、冷
房時の熱源システムは、実際に運転してみると、熱源水の温
度が予定より高かったため、熱源水温度を下げることでシ
ステムCOPを向上させた。熱源水温度を下げると冷却塔の
稼働率も上がるので、そのバランスを見ながら、一番効率の
良いところで熱源水温度を下げつつ、トータルのエネルギー
消費量が小さいところで運転させる工夫をしている（図５）。
　３つめの「低負荷モードの検討と実運転への採用」では、
熱源システムが複雑なので、運転開始１年目の熱源機器は
二温水回収ジェネリック主体で、増段で水熱源ヒートポンプ
の運転で取り組んでいた。また、低負荷時に予定していた
二温水回収ジェネリックだけだとCOPが低いことから、運
転に関しては、天気予報の外気温度をもとに水熱源ヒート
ポンプを運転させる低負荷モードを積極的に実施した。
　冬場も同じで、例えば12月における最低気温の予報が
5℃以上の日は水熱源ヒートポンプの低負荷モード運転で、
5℃未満になった日は通常モード運転ということを現場に伝
えて運転管理を行った（図６）。
　４つめの「運用改善に用いるシミュレーションモデルの構
築」においては、LCEMツールを使い、モデルのチューニング
を行って、実際に利用可能なツールにブラッシュアップした。

　最後に建物全体としての改善効果を示す（図7）。仮使用
時は太陽光発電設備は工事中であったこと、引っ越しなど
をしていたことから、2020年度を運用1年目としている。
　設計値に対して、運用1年目は省エネがかなり進んでい
ることがわかる。これは省エネ計算に反映されない未評価
技術の効果と考えている。さらに運用1年目から少しずつ
だが省エネ化が図れており、運用4年目においてはエネル
ギー消費量が12%削減されている。その結果、運用3年目
以降は、一次エネルギー消費量が100%以上削減された
『ZEB』（net ZEB）を達成した。これは運用運転改善による
効果と考える。

図4 複合エネルギー熱源システム２

複合エネルギー熱源システムの運用改善と
エネルギーサポートセンターによる「ZEB」の達成

令和7年度（2025年度） 運転管理等の改善事例 優秀賞

愛知県環境調査センター・
愛知県衛生研究所
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図7 運転改善効果

設計値比22%削減
⇒未評価技術の効果

2020年比12%削減
⇒運用・運転改善による効果

A：熱源水ポンプのエネルギー
 　消費量が熱源システム全体に
 　占める割合が大きい
 　⇒流量変更

B：熱源水温度が32℃と高い
　 ⇒熱源水温度を
　　 下げることで
　　 システムCOPを向上

図5 熱源水の低温化と熱源水の流量変更

■BELS認証取得（2018年10月）
●一般建物に比べて、一次エネルギー消費量を57%削減。太陽光発電による28%の創エネで、
合計85%削減を実現（75%以上削減を達成）

●BELS（建築物省エネルギー性能表示制度）にて「最高ランクの☆☆☆☆☆」及び「Nearly 
ZEB」の認証取得

●公共施設で全国トップクラスのZEBを実現

図1 建物概要

Nearly ZEBを取得
（2018/10/25）

ZEBチャート

図2 ZEBを実現するための採用技術

図3 複合エネルギー熱源システム１

写真1・2 愛知県環境調査センター・愛知県衛生研究所 本館・研究棟
県民の安心・安全を守るため、県土の良好な環境の確保と県民の公衆衛生の向上を図る
調査・研究の拠点施設

旧本館・研究棟 建て替え後の本館・研究棟 

●2年目（2020年）からは水熱源HPの運転時間の増加を検討し熱源エネルギーの消費量を目
指した。

●天気予報の外気温度をもとに低負荷モードを積極的に実施した。
●冬期も同様で、例えば12月における最低気温の予報が5℃以上の日は水熱源HPの低負荷
モード運転を行い、5℃未満となった日以降は、通常モードでの運転とした。

図6 低負荷モードの検討と実運転への採用

　愛知県環境調査センター・愛知県衛生研究所は、県民の
安心・安全を守るため、県土の良好な環境の確保と県民の
公衆衛生の向上を図る調査研究の拠点施設である。名古屋
市北区に所在し、昭和47年3月に完成した施設を東西に分
けて使用していた。施設は老朽化が著しく、耐震性も十分で
ないことから速やかな建て替えが必要であった（写真１）。
　建て替え後は南面及び地上面に大々的に単結晶型と
シースルー型の太陽光パネルを採用することでZEBを達成
している（写真２）。環境性能に関しては、一般建物基準値
に対して1次エネルギー消費量は57％削減、太陽光による
28%の創エネで合計85%の削減を実現している。BELSに
て5つ星とNearly ZEBの認証取得、そして公共施設として
全国トップクラスのZEBを実現している（図１）。
　技術としては、熱源システムの他にも、太陽光パネル、自
然光を利用したエネルギー削減システム、そして既存残置
躯体を利用したクールピットなどの導入によって省エネ化
を図っている。また、大成建設独自開発技術の人検知セン
サーに基づく照明換気制御、ドラフトチャンバーの高速
VAV制御なども行っている（図２）。

　主に井戸水、井戸熱、太陽熱、太陽光などの自然エネル
ギーを積極的に利用しようというのがコンセプトである。豊
富で良質な地下水は井水熱、井戸水を多段階的に利用して
いる。太陽光に関しては多面的に熱・光として利用してい
る。井戸は井水熱源のヒートポンプチラーと井水熱源ビル
用マルチエアコンの熱源水、冷却水として利用している。さ
らにその後、二温水回収ジェネリンクを活用し、トイレの洗
浄水、敷地の散水などに利用している。
　太陽光に関しては、太陽熱の集熱パネル、あるいはガス
マイクロコージェネレーションによる排温水を二温水回収
ジェネリンクに投入することで、ガス消費量の削減を図って
いる（図３）。
　屋上には太陽熱集熱パネル、CGS（ガスコージェネレー

ションシステム）などを設置している。熱源システムだが、まず
冷房は、2次側が主に外調機とファンコイルユニットの2つに
冷水を送水している。主な熱源設備としては、水熱源のヒート
ポンプチラー、そして二温水回収ジェネリンク。井水に関して
は井戸からくみ上げて水槽に貯めて熱交換器によって夏は
冷却水にして、冬は熱源水として利用。足りない分は夏場は
冷却塔によって冷却を行っている（図４）。暖房に関しても基
本的には同じでヒートポンプとして水熱源ヒートポンプチ
ラー、そして二温水回収ジェネリンクの運転を行っている。

　改善事例は主に４つある。１つめが「エネルギーサポート
体制の構築」だが、この建物ではBEMSを導入して遠隔監
視を行っている。また、エネルギーサポートセンターを構築
し、運用データの解析、WEBのコミッショニング、そして毎
月ZEB推進会議を行い運転運用改善を図っている。
　２つめが「熱源水の低温化と熱源水の流量変更」だが、冷
房時の熱源システムは、実際に運転してみると、熱源水の温
度が予定より高かったため、熱源水温度を下げることでシ
ステムCOPを向上させた。熱源水温度を下げると冷却塔の
稼働率も上がるので、そのバランスを見ながら、一番効率の
良いところで熱源水温度を下げつつ、トータルのエネルギー
消費量が小さいところで運転させる工夫をしている（図５）。
　３つめの「低負荷モードの検討と実運転への採用」では、
熱源システムが複雑なので、運転開始１年目の熱源機器は
二温水回収ジェネリック主体で、増段で水熱源ヒートポンプ
の運転で取り組んでいた。また、低負荷時に予定していた
二温水回収ジェネリックだけだとCOPが低いことから、運
転に関しては、天気予報の外気温度をもとに水熱源ヒート
ポンプを運転させる低負荷モードを積極的に実施した。
　冬場も同じで、例えば12月における最低気温の予報が
5℃以上の日は水熱源ヒートポンプの低負荷モード運転で、
5℃未満になった日は通常モード運転ということを現場に伝
えて運転管理を行った（図６）。
　４つめの「運用改善に用いるシミュレーションモデルの構
築」においては、LCEMツールを使い、モデルのチューニング
を行って、実際に利用可能なツールにブラッシュアップした。

　最後に建物全体としての改善効果を示す（図7）。仮使用
時は太陽光発電設備は工事中であったこと、引っ越しなど
をしていたことから、2020年度を運用1年目としている。
　設計値に対して、運用1年目は省エネがかなり進んでい
ることがわかる。これは省エネ計算に反映されない未評価
技術の効果と考えている。さらに運用1年目から少しずつ
だが省エネ化が図れており、運用4年目においてはエネル
ギー消費量が12%削減されている。その結果、運用3年目
以降は、一次エネルギー消費量が100%以上削減された
『ZEB』（net ZEB）を達成した。これは運用運転改善による
効果と考える。

図4 複合エネルギー熱源システム２

複合エネルギー熱源システムの運用改善と
エネルギーサポートセンターによる「ZEB」の達成

令和7年度（2025年度） 運転管理等の改善事例 優秀賞

愛知県環境調査センター・
愛知県衛生研究所

大成建設株式会社 設計本部 信藤 邦太氏
大成建設株式会社、大成有楽不動産株式会社
愛知県環境調査センター

：
：
：
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公共施設として全国トップクラスのZEB
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課題１により発生していた現象②

課題１により発生していた現象①

課題２の改善結果

課題３の改善提案

課題１の改善提案

　　　第16回ヒートポンプ・蓄熱シンポジウム　蓄熱システム運転管理等の改善事例（2019年度）

  47



課題１により発生していた現象②

課題１により発生していた現象①

課題２の改善結果

課題３の改善提案

課題１の改善提案
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ヒートポンプ・蓄熱システムに関する各種研究会のご案内
研　究　会 内　　　容

高密度・躯体蓄熱研究会
大学・建築会社・メーカー・設計事務所・エネルギー供給会社などで蓄熱に携わる研究者・技
術者を対象に、相互の情報交換や技術水準の向上を目的に、講演会と施設見学会を合計年４回
程度実施。

エンジンヒートポンプ研究会
高効率なエンジンヒートポンプシステムを確立するため、外部環境変化がエンジンヒートポン
プシステムに与える影響調査、設置状況における効率の測定方法などに関する情報収集および
施設見学会などを実施。

低温排熱利用機器調査研究会
排熱利用機器・システム技術に関する具体的知見に基づく低温排熱有効利用システムを提案す
るため、デシカント空調など低温排熱を有効利用するための調査研究および施設見学会などを
実施。

次世代冷媒ヒートポンプ研究会
自然冷媒および低ＧＷＰ冷媒ならびにそれらを利用したシステムに関する国内外の技術情報を
収集・分析し、その将来動向の予測を行う。関連の規制・技術規準・技術動向・市場などに係
る講演会や施設見学会などを実施。

ヒートポンプ応用研究会 最新のヒートポンプ技術とその応用に関連する幅広いテーマについて講演会・見学会などを開
催し、会員相互の啓発と技術レベルの向上を図る。

地下熱利用とヒートポンプシステム研究会 地下熱を利用するヒートポンプシステムおよび地下蓄熱技術に関する情報交換・技術調査・研
究開発・技術標準化などの活動を通じて、会員相互の啓発と技術水準の向上を図る。

ホームページアドレス：https://www.hptcj.or.jp/technical/kakusyu_kenkyukai/

https://www.hptcj.or.jp/organization/commendation/untenkanri/

第1回（2004年度）受賞者

優秀賞  群馬県農協ビルにおける大温度差水蓄熱システムの採用及び運転管理等の改善事例
【群馬県農協ビル】
社団法人群馬県農協ビル、（株）ヤマト

優秀賞  氷蓄熱槽解氷アンバランス改修による省エネ効果の改善
【東山ビル】
東山興業（株）、三菱電機ビルテクノサービス（株）

（第１０回ヒートポンプ・蓄熱シンポジウム　特別賞）

優秀賞  蓄熱槽の有効活用に向けた運転計画の見直し
【西京橋ビル、東京橋ビル、新京橋ビル】
東京高速道路（株）、東洋熱工業（株）

第2回（2005年度）受賞者

優秀賞  試運転・運用段階のコミッショニングによる大温度差利用蓄熱システムの改善
【石巻市河北総合支所】
東北エネルギーサービス（株）、（株）蒼設備設計、宮城県石巻市

優秀賞  蓄熱槽の有効活用に向けた運転計画の見直し
【日立オムロンターミナルソリューションズ本社事業所】
日立オムロンターミナルソリューションズ（株）

第１回（2004年度）～第15回（2018年度）受賞件名一覧
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第3回（2006年度）受賞者

優秀賞  計測データの評価解析による蓄熱槽の高効率運用に向けた改善
【東京電機大学】
東洋熱工業（株）、学校法人 東京電機大学

優秀賞  建物使用状況の変化に合わせた水蓄熱システム運転制御方法の改善
【中央三井信託銀行】
新日本管財（株）、鹿島建設（株）、中央三井信託銀行（株）

優秀賞  蓄熱システム運転管理の運用による改善事例
【日本経済新聞】
日経建物（株）、東洋熱工業（株）、（株）日本経済新聞社

第4回（2007年度）受賞者

優秀賞  氷蓄熱システム導入施設におけるデータ解析に基づく運転最適化事例
【日立愛宕別館】
（株）蒼設備設計、（株）シービーエス、イースタン興業（株）

優秀賞  氷蓄熱システムにおける運転管理の改善
【ハービスＯＳＡＫＡ】
（株）竹中工務店、阪神エンジニアリング（株）、ザ・リッツカールトン大阪、阪神電気鉄道（株）

優秀賞  ＢＥＭＳのデータに基づく氷蓄熱システムの運用改善
【丸の内ビルディング】
三菱地所ビルマネジメント（株）、東京電力（株）、三菱地所（株）

第5回（2008年度）受賞者

優秀賞  データ収集・分析システムを活用した水＋氷蓄熱システム導入施設における運転最適化事例
【有楽町センタービル（有楽町マリオン）】
朝日建物管理（株）、高砂熱学工業（株）、有楽町センタービル管理（株）

優秀賞  ヒートポンプと蓄熱システムを最大限活用し、コストとＣＯ２の大幅削減
【名古屋東急ホテル】
東急ファシリティサービス（株）、中部電力（株）、（株）東急ホテル

優秀賞  継続的な遠隔監視による蓄熱システムの安定化
【信和ビルディング】
（株）サングー、東洋熱工業（株）、信和ビルディング（株）
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第6回（2009年度）受賞者

最優秀賞  省エネルギー活動の一環として実施した蓄熱改善事例
【ホテルベルナティオ】
（株）当間高原リゾート、東京電力（株）、東洋熱工業（株）

優秀賞  文化財保存環境下での蓄熱システム運転管理の追及によるランニングコストの低減化
【佐賀県立名護屋城博物館】
九州ビルサービス（株）、（株）前川建築設計事務所、佐賀県立名護屋城博物館

奨励賞  自社開発ソフトを活用した運転員の創意工夫により全国トップクラスCOPの実現
【本庄東熱供給センター】
関電工エネルギー開発（株）、本庄東熱供給センター・熱供給部

第7回（2010年度）受賞者

優秀賞  負荷状況に応じた氷蓄熱利用熱回収システムの運転改善
【大阪・中之島三丁目熱供給センター】
関西電力（株）、関電エネルギー開発（株）、中之島熱供給センター

優秀賞  熱回収機能を有する熱源システムと水蓄熱システムの最適化運用事例
【東京大学 本郷キャンパス医学部附属病院】
高砂熱学工業（株）、東京電力（株）、国立大学法人 東京大学

奨励賞  空調システム全体の整合性による運転最適化
【本厚木カンツリークラブ クラブハウス】
厚木開発（株）本厚木カンツリークラブ

第8回（2011年度）受賞者

最優秀賞  複合熱源を有する蓄熱システムの運転管理・改善によるコストとＣＯ２の大幅削減
【名古屋大学医学部・附属病院（鶴舞キャンパス）中央診療棟】
中部電力（株）、三菱UFJリース（株）、三機工業（株）、（株）トヨタエンタプライズ、国立大学法人名古屋大学

優秀賞  中小規模建物における水蓄熱システムの「見える化」による運転の合理化
【関西電力株式会社　羽曳野営業所】
関西電力（株）、（株）蒼設備設計

優秀賞  レトロコミッショニングによる大規模水蓄熱システムの運用改善事例
【大阪・中之島熱供給センター（中之島六丁目西地区 地域冷暖房事業）】
関電エネルギー開発（株）、特定非営利活動法人建築設備コミッショニング協会（BSCA）、関西電力（株）
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第9回（2012年度）受賞者

優秀賞  熱源改修工事に伴う蓄熱槽の運用改善事例

【三菱東京UFJ銀行本館】

（株）三菱地所設計、新菱冷熱工業（株）、（株）三菱東京UFJ銀行

優秀賞  蓄熱制御改善による冷凍機COP向上と搬送動力削減

【École de Hayama（資生堂湘南研究所）】

NSコーポレーション（株）、日本管財（株）、鹿島建設（株）、鹿島建物総合管理（株）、東洋熱工業（株）、（株）資生堂

優秀賞  水蓄熱式空調システムによるピーク電力削減対応事例

【NEC玉川ソリューションセンター】

日本電気（株）、NECファシリティーズ（株）

第10回（2013年度）受賞者

優秀賞  熱媒過流量制御システムの導入による蓄熱熱源システムの効率向上

【光が丘第2プラント（東京都練馬区）】

（株）三菱地所設計、高砂熱学工業（株）、東京熱供給（株）

優秀賞  運転条件改善による省エネ効果の向上と電力負荷平準化

【大成札幌ビル（札幌市中央区）】

大成建設（株）

優秀賞  氷蓄熱と躯体蓄熱による温熱環境を維持したピーク電力削減事例

【アズビル藤沢テクノセンター第100建物（神奈川県藤沢市）】

アズビル（株）

優秀賞  蓄熱槽の運用方法変更による、9 〜 20時のピーク電力の削減を実現することで、2011年の電力使用制限令（東

京電力管内）の遵守を達成

【ソニーシティ（東京都港区）】

ソニー（株）、ソニー生命保険（株）
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第11回（2014年度）受賞者

優秀賞  運転条件改善による省エネ効果の向上

【平河町森タワー（東京都千代田区）】

森ビル（株）、大成建設（株）、平河町森タワー管理組合

優秀賞  計測調査を活用した熱源機と空調機の夏期・冬期運転時間調整による水蓄熱運用改善

【ピーコックストア磯子店　イオンマーケット株式会社】

東芝キヤリア（株）、東京都市サービス（株）、東京電力（株）、イオンマーケット（株）

優秀賞  氷蓄熱システムを活用した高効率かつ快適性を損わないピーク電力抑制運転への対応

【イオンモール大和郡山（奈良県大和郡山市）】

三菱電機ビルテクノサービス（株）、関西電力（株）、イオンモール（株）

優秀賞  既設設備の活用による省CO2・ピークシフト・BCPに配慮した水蓄熱システム

【バイエル薬品株式会社　滋賀工場（滋賀県甲賀市）】

（株）大気社、関西電力（株）、バイエル薬品（株）

優秀賞  蓄熱槽を活用した無人システムでのピーク電力削減について

【イトーヨーカ堂　アリオ亀有（東京都葛飾区）】

（株）イトーヨーカ堂、（株）モール・エスシー開発、（株）太平エンジニアリング、荏原冷熱システム（株）、東京電力（株）

第12回（2015年度）受賞者

優秀賞  蓄熱システム運用改善による省エネ・省コスト

【中部国際空港エネルギー供給株式会社　エネルギーセンター（愛知県常滑市）】

中部国際空港エネルギー供給（株）

優秀賞  氷蓄熱システムにおける制御設定変更によるピーク電力削減について

【トレッサ横浜（横浜市港北区）】

（株）トヨタオートモールクリエイト、東京電力（株）

優秀賞  切替型ヒートポンプの一部熱回収化改造に伴う蓄熱システム運用改善によるピーク電力等の削減

【中之島熱供給センター　地域熱供給施設　（大阪市中之島六丁目西地区）（大阪市北区）】

（株）関電エネルギーソリューション
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第13回（2016年度）受賞者

優秀賞  蓄熱式空調システムの設備・運転管理改善による省電力

【昭和電工株式会社事業開発センター土気事務所】

昭和電工（株）

優秀賞  蓄熱および河川水熱の利用における運用・システム改善について

【箱崎地区熱供給センター第1プラント東京都市サービス株式会社】

東京都市サービス（株）

優秀賞  水蓄熱システムの設備改修とさらなる運用改善

【横浜市鶴見区総合庁舎】

横浜市建築局、高砂熱学工業（株）、東京都市サービス（株）、東京電力エナジーパートナー（株）、横浜市鶴見区役所

第14回（2017年度）受賞者

優秀賞  水蓄熱システムを含む熱源システムの省エネルギー改修と運用改善

【新宿西口駅本屋ビル（小田急百貨店）】

小田急電鉄（株）、（株）小田急百貨店、日本ファシリティ・ソリューション（株）、（株）竹中工務店、アズビル（株）

優秀賞  温泉排水熱を利用した熱源機の更新と更なる省コスト・省CO2化に向けた取り組みについて

【ふるさと交流館（さくらの湯）】

四国電力（株）、（株）四電工、東温市役所

奨励賞  水蓄熱式空調システムの継続的な性能検証と改善効果

【アマダ土岐事業所】

中部電力（株）、 愛知工業大学、（株）アマダホールディングス

奨励賞  大規模施設における氷蓄熱を含めた熱源システム改修による改善

【クリスタルタワー】

（株）竹中工務店、（株）アサヒファシリティズ
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第15回（2018年度）受賞者

優秀賞  水蓄熱システムの運用改善

【群馬県立自然史博物館】

日本ファシリティ・ソリューション（株）、（株）ヤマト、群馬県立自然史博物館

優秀賞  地中熱ヒートポンプ蓄熱を導入した温水プールの省エネと負荷平準化

【妙高市水夢ランド（温水プール施設）】

NPO法人スポーツクラブあらい、三菱ＵＦＪリース（株）、東北電力（株）、妙高市

奨励賞  島原市温泉給湯所における温度差エネルギー高度複合システム実証事業

【島原市温泉給湯所】

島原市、宝酒造（株）、（株）技術開発コンサルタント

奨励賞  水蓄熱システム制御見直しによる省エネ効果の向上

【相模女子大学グリーンホール（相模原市文化会館）】

東京電力エナジーパートナー（株）、東京都市サービス（株）、公益財団法人相模原市民文化財団

奨励賞  氷蓄熱ビル用マルチエアコンの簡易な省エネルギーチューニング

【関西電力株式会社　南大阪営業所】

（株）アレフネット、関西電力（株）

※上記のＵＲＬから各受賞件名の記事を閲覧することが可能です。　　※会社名や団体名は受賞当時の名称です。
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〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1丁目28番5号 ヒューリック蛎殻町ビル6階
TEL. 03-5643-2403　　FAX. 03-5641-4501
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一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センターは、「ヒートポンプ」と
「蓄熱」のナショナルセンターとしてヒートポンプ・蓄熱システムの
普及促進と技術向上に向けた事業などを積極的に展開している団体です。

ホームページアドレス　http://www.hptcj.or.jp




